
Title 社会主義の取締 ; 新政党組織説 ; 文芸院設立の風評 ; 袁世凱氏の辞職
Sub Title
Author 竹, 葉

Publisher 三田学会
Publication year 1909

Jtitle 三田学会雑誌 (Keio journal of economics). Vol.1, No.1 (1909. 2) ,p.103- 110 
JaLC DOI
Abstract
Notes 時評
Genre Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00234610-19090201-

0103

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


1<l2 

『

枇

舎

慰

上

に

於

げ

る

同

穏

意

識

統

h
模

倣

枕

V
c
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ω比一
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h

山
由
な
れ
!
?
じ
赴
曾
事
も
是
が
殺
に
溺
…
(
統
一
の
時
期
比
混
一
づ
く
と
と
b
L

待
た

る
は
効
率
の
鍔
比
一
偉
大
一
な
る
進
歩
1

三
百
は
ぷ
る
を
得
、
ず
。

。

変
化
，
卿
わ
礼
状
本
的
な
る
赴
合
的
事
箆
に
閲
す
る
雨
大
家
一
の
準
設
を
比
較
し
少
し
く
初
見
を
加

へ
た
生
。

然
れ

Y
』
も
余
蛍
敢
℃
自
ら
微
々
た
る
此
小
論
文
を
以
℃
し
て
堂
々
た
る
世
界
的
の

山
一
大
卒
設
を
評
し
濃
く
せ

b
J乙
一
誌
は
ん
や
。

廷
に
研
究
を
積
み
震
ね
て
江
湖
の
激
を
請
は
ん

と
す
。

、
ー、

に
歪
bF
じ
な
ら

ι詩
人
。

枇
曾
一
主
義
は
芯
有
財
産
自
由
契
約
の
二
者
・
を
来
礎
と
し

℃
純
織
一
せ
ら
れ
た
る
吾
川
V

政
命
制
度
よ
ら
生
ぜ
る
常
一
派
の

産
物
な

5
0
一
繭
浮
先
生
協
に
日
く
、
苦
闘
に
も
早
晩
一
蹴
命
日

一
主
義
の
後
生
ど
見
る
に
至
ら
ん
と
o

批
九
七
五
警
は
な
b
と
目
せ
ら
る
〉
甘
木
氏
第
一
闘
と
し
℃
竺
呆
株
主
同
地
に
も
枇
命
日
圭
戒
を
探
勝
じ
℃
立
つ
一
一
一
一
一
氏
を

認
す
一
日
く
よ
日
系
は
戸
一
納
を
要
せ
ず
、
機
一
白
書
巾
に
之
を
守
一
出
せ
ら
、
而
し
℃
之
れ
に
附
和
雷
同
す
る
数
十
名
の
男
女

一tvよ
な

b
l
-勺
一
仰
の
廿
査
協
議
と
し
℃
附
下
じ
て
日
く
、
二
ピ
見
る
に
歪
れ
ら
o
然
れ
刊
と
も
彼
等
が
自
家
の
様
一
傍
し
叩

引
引

T
誠
司
を
く
上
の
け
は
泌
ら
〈
我
が
命
。
ピ
純
ハ
/
…
叫
す
す
る
撃
日
中
主
義
代
胤
却
し
℃
如
何
な
る
桝
究
J
なげ
γ

5
d

〉
J
引
i

一Ln
人
は
初
皮
の
尚
囚
之
共
に
求
だ
す
し
径
一
一

A
l
s
d
る
信
念
を
有
す
る
や
は
頗
る
疑
問
な

λ
y
e
g
g
-

u
μ
?…

十
:
。
彼
等
の
話
一
々
之
島
ず
と

i
jの
揃
け
る
兇
ち
口
o
は
自
ら

Y
ぺ
浅
ー

と
と
能
は
ず
之
一
織
も
、
然
も
五
日
が
常
局
者
が
殆
v'u
強
倣
し
一
…
婆
上
巳
h
u

な
く
ス
ト
ア
感
者
た
る
も
の
な
か
(
引
力

3
1

引
用
べ
り
勺
W
C
る
一
間
一
刻
な
る
注
意
を
彼
の
徒
代
向
つ
℃
注
ぎ
一
ア
芸
識
を
濃
い
ソ
す
に
諮
械
の
花
漢
を
以
て
し
、
伐
に
泣
く

ナ
ト
る
は
事
責
な
ιリ
o
頃
川
口
乏
饗
の
一
轡
・
一
見
義
弟
を
訪
一
一
に
一
瓶
の
美
測
を
以
て
ぜ
ば
、
余
は
総
で
の
広
ピ
キ
ユ
グ

う
℃
茶
附
左
の
町
一
質
素
一
'
引
も
ど
札
せ
る
わ

b
、
作
品
川
…
仰
が
然
一
め
…
ア
ス
振
を
し
℃
強
そ
し

υ粍
の
高
調
子
に
℃
ア
十
グ
い
J

な
る
や
む
閥
へ
い
以
十
白
而
英
明
の
一
生
が
ザ
ポ
地
方
紙
聞
に

f

シ
の
歌
誌
を
唄
〉
庄
内
可
し
之
、
我
一
凶
の
枇
曾
一
一
一
一
一
一
点
花
ハ
ペ
リ

枠
一
、
じ
た
る
一
札
制
し
氏
、
尚
一
プ
が
枇
曾
主
義
的
央
味
年
w
べ
る
の
る
も
の
に
し
℃
其
肢
と
財
布
の
が
り
た
る
吸
困
為
市
民
U-

故一
-MA)

川
以
℃
端
、
な
く
も
帥
…
整
地
放
な
る
信
局
者
の
忌
慨
に
鰯
美
佐
一
織
歌
せ
wo
る
も
の
滋
何
が
わ
川
。

れ
℃
彼
ー
も
亦
隊
一
一
樹
注
意
人
物
の
一
一
人

ιじ
℃
数
へ
ら
る
〉
、
引
肱
A
W
主
義
は
現
今
一
枇
令
制
践
の
Mm陥
よ
ら
生
ぜ
る
必
至

d
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信
-

議
命
"
に
於
℃
総
制
的
多
数
配
制
し
得
F

乙
総
し
た
る
政
友

幸
ま
え
や
λ
ツ

C

J

.

c
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f
j
v
ι
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f
J
A
て
b
、
続
伎
は
代
λ
ツ
℃
内
閣
を
協
議

せ
ら
'
0

彼
は
索
よ
b
自
己
の
帥
わ
る
一
政
俳
斜
配
も
有
?
む

も
の
に
ゐ
ら
ず
o
何
代
安
b
℃
政
府
ば
立
つ
乙
之
を
侍
る

か
。
躍
に
彼
は
今
年
協
議
算
案
に
向
っ
て
政
中
川
内
命
日
、
が
切
に

皇
制
υ山し
¥
fら
例
る
可
ち
ゃ
必
壮
一
せ

b
J
徒
ら
に
一
州
艇
の
勤

Zι
す
る
幾
多
の
興
業
わ
れ
ば
よ
J
o

悠
守
の
純
悶

l
t
r
稔
之

lr一一
日
勤
ど
悠
例
1υ

し
鉄
滅
を
計
る
一
主
設
す
可
、
c
線
は
叫
す
℃
濃
川
・

7
心配
j
訳
、

おろ
K
E
反

っ

イ

ペ

の

案

型

高

か

ら

し

め

妥

協

と

ま

回

よ

b
多

喜

一

7

1

源
戊
市
供
織

を
大
に
し
、
之
れ
カ
京
め
に
秘
め
て
印
象
を
止
め
易
と
ら
去
る
べ
し
o

裂
し
械
は
ね
昨
日
…
波
市

川川町
M
q抑制一一
U
M
U
M目
減
…
器
叫
に
磁
然

f
良
川
形
を
そ
も
れ
幻
九

合
中
古
廷
の

E

F

f

E

-

1

7

雇
一
一
仰
し
℃
並
行
狙
野
の
如
訟
も
羽
長
く
陀
司
代
防
を
ね
部
…
h
u
る
り

ま
ト
i
¥
;
m
N
Y」
主
一
仰
す
る
に
山
県
つ
℃
最
も
カ
わ
る
も
の
一
如
く
な
ら
じ
が
政
一
様
比
一
餓
ゑ
た
る
と
1

乙
兆
も
肉
か
し
一
得
な
る

U
丸
紅
…
…
抑
制
れ
円
相

h
H
M
t一
川
崎
村
山
日
制
抑
制
却
は
は
げ
仰
い

O
新

政

業

組

織

設

一

切

に

な

b
来
、
れ
る
な
と

由
来
日
本
・
の
政
界
代
・
湖
一
附
し
楽
よ
り
し
も
の
は
織
的
総
た
る

組
織
総
形
を
有
す
る
政
紫
政
淑
に
ゐ
ら
ず
し
て
、
内
会
決
と

し
(
扮
捉
し
難
車
不
定
の
閣
総
な

b
o
之
れ
を
向
日
の
中

、
に
牒
刊
で
ば
忽
お
め
と
し
て
治
夫
す
る
も
、
再

α眠
中
に
入
れ

ほ
f
b
A
の
成
形
あ
る
集
問
と
な
る
o
杏
が
政
治
混
の
表
耐

に
現
れ
て
戦
は
れ
た
る
戦
は
奨
の
戦
に
あ
ら
ず
し
て
、
宛

一O
問

‘ 、唱.-一一旬.-一宵~ .←5卜-一一-.一._.、 臼‘， 一吋 マ_-ふ ...."-一 _...-. 句、，~.. ~帆.. -~.勾守~.. .... . ~ . h叶.- 、竹、』叫

‘いJ 、盆‘、ザ_.， 
l 、: ‘ 令 司 、1 、，.' 、一九、 丙 ‘ 、 川， 九 、i 、、..惨炉 巴 一 " 白 l

F 一， ' 、寸
. 、 一 ・ 一 一・

然
戦
は
れ
な
る
が
如

3
除
商
の
戦
が
異
乎
の
戦
な
ι
リ
し
な
-

h
y
o

而
し
て
伊
篠
山
腕
二
設
は
長
〈
戦
へ
る
が
一
如
く
に
し

て
一
戦
は
ず
、
戦
は
た
~
る
が
如
く
し
て
然
も
戦
へ
る
雨
黙
の

甘
い
似
た
ら
し
な

b
o
ニ
お
は
漸
く
熔
た
背
耐
に
隠
れ
-JAyr-
一
'
近
頃
文
卒
に
関
す
る
出
版
問
書
の
機
関
械
を
文
部
省
件

し
て
新
に
現
れ
た
る
も
の
は
宙
開
守
、
校
の
二
候
な

b
o
…
に
磁
民
税
騰
の
乎
よ

b
移
し

τ、
紛
に
文
務
院
な
る
も
の
を

一
一
候
の
問
閣
に
は
之
に
絞
っ
℃
政
桜
の
せ

3
夜
営
す
〉
ら
一
設
け
、
茶
検
問
委
員
の
審
議
に
附
せ
し
め
ん
i
し
す
る
の
議

-Aー
す
る
数
多
の
熊
典
の
川
町
集
し
来
れ
る
吉
見
る
。
商
関
…
あ
vb-と
の
風
一
静
乞
徳
一
ふ
る
も
の
わ

b
。
或
者
は
克
に
此
風

守
伎
に
依
る
も
の
は
政
友
命
"
の
名
の
下
に
裕
や
明
確
な
る
…
設
の
奥
を
授
ら
℃
、
之
れ
吾
幽
文
山
恨
の
師
匠
代
じ
℃
同
時

純
一
凶
を
一
不
せ
ム
リ
0

絞
伎
に
依
ら
ん
と
す
る
も
の
亦
自
ら
政
一
ー
に
隊
内
務
局
長
の
椅
子
に
座
す
る
森
林
太
郎
氏
が
近
潟
市
よ
逃

議
の
名
を
一
越
し
℃
則
一
際
な
る
織
形
を
一
不
出
ん
!
乙
す
。
郎
ち
…
に
闘
す
る
滋
局
者
の
取
絹
に
繰
ら
ず
し
て
自
ら
之
れ
が
総

所
尚
一
新
政
換
な
ふ
ノ
O

二
械
を
な
せ
る
も
の
な

b
と
認
び
、
他
の
消
息
地
は
備
は
一

来
し
て
新
政
誌
の
組
織
成
る
や
如
何
、
問
題
は
係
ら
℃
平
少
な
誕
ゆ
℃
日
く
、
森
林
太
郎
氏
が
該
院
機
関
一
夜
民
の
依

桂
侠
内
閣
が
克
く
爾
来
採
粉
し
来
ム
ソ
し
超
然
主
義
の
名
目
…
補
者
と
し
て
数
へ
た
る
も
の
は
践
谷
季
雄
、
底
油
W

柳
誠
、

を
一
楽
て
〉
政
熊
内
閣
の
外
若
宮
漏
え
る
の
決
意
あ
る
や
否
一
高
浪
治
、
.
正
宗
白
鳥
、
問
山
花
袋
、
泉
鏡
花
、
徳
田
私
牒

ゃ
に
わ

b

o

'

一
小
一
来
風
菜
等
の
諸
氏
に
し
て
、
提
出
者
た
る
森
氏
は
山
賊

一
彼
に
し
℃
此
決
芯
を
な
し
た
る
一
円
以
仰
ち
、
依
存
せ
る
誌
の
信
任
厚
け
れ
ば
恐
ら
く
此
同

ω建
議
も
結
局
之
が
採

脱
気
た
る
議
興
に
純
然
た
る
政
擦
の
形
を
耐
火
ふ
る
の
時
代
用
を
見
る
可
h
d
も
、
喰
だ

H
下
文
部
省
は
経
費
の
出
統
制
制

し
て
、
同
時
に
又
一
台
が
凶
二
大
政
議
乞
基
礎
1

乙
せ
る
(
似
令
き
を
迎
尚
と
し
て
暫
く
茶
亭
に
挺
b
織
し
つ
》
わ
る
な
λ

ソ

組
町
一
束
な
お
d

な
が
ら
も
)
紛
や
光
州
仰
わ
る
、
政
治
組
織
に
入
る
云
々
之
。
然
る
に
他
の
消
息
一
議
は
前
岩
の
品
一
一
日
を
否
定
し
て

部
町

の
日
な
ら
。。

文
議
院
設
立
、
の
風
評
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大

税
関
と
な
し
i

森
氏
が
文
縦
割
院
設
立
の
建
議
番
古
文
部
省
な
ず
は
回
よ

b
閥
家
赴
曾
の
上
主
λ

リ
見
℃
静
す
・
可
わ
ら

山
向
っ
て
仰
阿
南
し
た
jJQ

に
わ
ら
ず
じ
て
、
事
貨
は
反
つ
℃
ず
o
之
が
収
紛
の
局
に
岱
る
も
の
は
須
く
腕
乎
ね
る
仙
川
隆

文
部
営
局
者
が
同
氏
代
一
刻
し
て
丈
一
巡
に
関
す
る
取
締
方
法
に
出
づ
可
き
な

b
o
読
む
作
す
者
ゐ
上
り
日
川
上
不
倫
十
低

ぺ
質
:
ー
レ
斐
品
目
見
、
乞
求
め
た
る
も
の
h

仇
し
て
、
“
彼
の
検
同
委
な
る
率
一
震
を
材
料
之
せ
る
文
一
周
宗
一
般
舎
営
し
て
不
倫
白
州

一
一
良
の
姓
名
指
芝
就
b-H

℃
は
一
一
一
一
一
円
も
之
ど
口
に
す
る
と
な
が
過
に
か
し
h
u

る
之
総
ふ
が
如

3
は
議
じ
護
仰
に
は
札
な
る
・
3

0
じ
と
諮

?
9
0
森
氏
が
巣
し
℃
文
議
院
設
立
の
紘
一
践
者
一
一
一
戸
に
し
℃
、
従
ら
に
ま
蹴
一
年
定
し
℃
之
に
向
つ
℃
皆
恥

た
，
り
じ
ゃ
否
や
、
消
息
地
の
言
、
就
れ
配
信
ず
可
b
d
や

、

寸
J

る
者
な
λ
y
I
乙O

蕊
じ
金
!
?
闘
の
真
理
に
し
て
、
吾
人
ト
い
ん
町

家
よ
ら
苔
人
の
輿
'
り
知
、
b
w
q
る
一
併
に
し
て
略
だ
風
霊
・
4

の
も
現
代
の
片
々
た
る
文
些
の
潟
に
遇
、
り
る
〉
路
氏
陀
摩
川

i、
ぐ
な
;
略
装
し
て
可
な
れ
(
、
滋
仰
の
風
評
る
士
女
は
英
数
枇
舎
に
す
る
可
う
は
信
b
仁
子
…
引
ふ

の
近
日
所
々
に
mm
へ
ら
る
〉
宇
品
開
け
ば
、
英
の
風
苧
ゲ
}
生
所
、

mm令
一
彼
等
が
如
何
に
袋
・
を
鯨
は
し
て
質
成
舵
一
紅
一
的
の

み
出
す
可
き
多
少
の
ま
ま
ム
ソ
し
は
疑
ふ
可
か
ら
ず
一
丈
島
?
を
羅
列
し
た
れ
ば
と
て
之
れ
に
一
強
調
し
て
身
を
泌
ハ
.
，
r

議
術
家
tc燃
も
亦
枇
曾
の
一
員
比
し
て
凶
家
の
粟
を
食
一
痴
女
郎
果
し
℃
幾
人
が
あ
る
o
然
も
寄
人
が
向
ほ
立
収
一
締

J
も
の
な
る
以
上
は
彼
等
が
製
作
の
自
由
は
喰
だ
滋
曾
の
一
堂
云
々
す
る
は
賞
際
ιー
一
一
肱
曾
に
流
す
可
b
d
害
必
の
主
将

U

W
一
時
中
ピ
率
一
'
り
岡
山
森
の
成
章
を
破
、
b
守
O
純
閣
に
於
て
許
容
一
珠
見
し
℃
翻
へ
る
に
ゐ
、
b
ず
じ
ザ
¥
僚
全
な
る
文
川
札
命
日

t
y
R
3も
の
な
る
や
論
な
し
o

不
倫
醜
械
な
る
材
料
を
収
…
は
溺
の
如
く
不
潔
醜
械
な
る
作
物
を
し
て
存
在
せ
し
h
u

る

j
i搾
狼
野
卑
な
る
文
字
ど
以
て
之
れ
を
揃
お
し
、
然
も
と
と
生
快
と
せ
診
れ
ば
な

b
o
北
位
協
に
楽
℃
ら
れ
た
る
鹿

誠
心
(
自
然
は
迭
に
自
然
な
よ
リ
、
美
に
わ
ら
ず
醜
に
ゐ
ら
芥
h
p

衛
生
上
如
何
代
有
害
な
る
ぺ
込
-d

や
、
将
た
如
何
比
一

ι

イ
、
議
術
家
は
慌
た
其
自
然
の
一
ロ
N
K捕
へ
℃
自
尚
一
代
大
京
市
の
妨
害
と
な
る
や
等
は
之
を
腐
み
る
に
九
ら
九
十
紅
一
引

践
に
姉
b
d
出
す
を
以
℃
其
天
械
を
全
う
せ
る
も
の
な
、
，
p
f乙
此
不
憾
裁
を
除
、
か
ん
が
殺
め
に
英
掃
除
た
命
ず
る
な
ふ
可

議
選
盟
図
認
思
議
題
間
関
関
関
選
関
盟
関
関
圏
諸
閣
議
選
諮
問
関
路
盤
題
関
関
細
菌
鰯
欝
盟
関
関
鎖
翠
盟
関
鶏

H是

言r

. 

し
。
番
人
は
路
上
の
腔
芥
と
同
一
一
の
理
由
主
以
℃
不
潔
な
は
愈
々
協
和
に
、
然
も
彼
等
の
鋒
叫
し
は
愈
々
鈎
-
乞
加
へ
点

ナ

0

・
茎
鋤
一
の
取
締
を
峻
献
に
励
行
す
べ

S
K主
張
す
る
も
の
ら
し
な
s
u
o
現
状
の
文
事
者
来
し
て
鱗
震
を
紳
誠
一
蹴
し
之

3
j
o

が
透
徹
せ
る
揃
お
古
試
み
F
A
I
t
す
る
の
熱
誠
ゐ
ら
ば
?
峻

4

，
 

議
術
代
謝
す
る
峻
献
な
る
恥
締
は
少
な
か
ら
ず
惑
術
の

v

除
な
る
取
締
に
縫
う
て
、
.
立
一
字
句
更
に
精
鋭
し
、
其
・
仙
川
潟

白
同
・
悶
乞
拘
束
し
℃
、
終
に
は
其
偉
大
な
る
産
物
の
織
は
現
を
一
一
史
民
深
誌
な
る
に
去
る
可
し
。

読
書
す
可
し
と
一
総
ム
4
0
も
の
占
の
り
o
然
れ
ど
も
偉
大
な
る
一
凡
そ
丈
明
の
進
化
と
共
比
一
露
骨
な
る
肉
慾
の
揃
潟
b
b
嫌

天
才
は
論
ず
る
‘
弐
で
ト
も
な
く
、
少
し
く
採
用
な
る
惑
術
家
一
感
す
る
に
至
る
は
各
闘
共
に
其
趣
ど
一
に
し
、
吾
凶
に
於

は
野
卑
な
る
挙
資
な
怖
い
て
野
県
な
る
戚
細
川
を
抱
か
じ
め
…
て
も
近
〈
銀
資
天
和
賞
永
の
頃
弐
で
は
殆
ど
春
輩
出
版
後

ず
γ

肉
慾
を
美
化
し
般
倫
を
詩
化
す
る
の
術
を
知
る
。
路
一
許
一
の
時
代
1
乙
見
る
乏
を
得
一
円
く
誉
総
鱗
形
尽
の
如
含
は
会

品
目
な
る
筆
致
を
一
以
℃
す
る
に
わ
ら
ず
ん
ば
自
家
の
世
間
遠
な
…
然
自
家
の
出
版
に
掛
る
之
U
Z
妨
げ
て
敢
℃
館
、

b
yる
設
な

}ω
一
郎
却
を
叙
・
ぶ
る
と
と
能
は
ず
と
歎
ず
る
文
串
の
天
才
わ
…
り
し
も
)
機
℃
幕
府
は
稀
や
其
取
締
営
般
に
し
℃
、
設
令

ー

リ

や

o

…

を

殺

し

て

松

議

粁

が

浮

世

草

子

に

去

る

ま

で

風

俗

乞

鋭

す

徳
川
政
府
は
努
め
て
市
川
氏
の
政
治
V-議
す
る
を
邸
治
せ
一
す
も
の

tι
し
℃
刊
行
を
味
ザ
る
に
宅
一
れ

b
a
立
与
元
年
十
一

ん
と
せ
ム
リ
o
然
も
徳
川
氏
の
丈
一
感
は
佐
々
に
し
℃
・
瓶
一
切
一
竺
月
-K
令
を
殺
し
℃
寸
h
U

内
?
と
し
た
る
小
歌
し
の
板
行
を
禁

に
…
慨
す
る
が
如
き
施
政
の
楓
刺
を
有
す
O

彼
等
は
鋭
含
論
一
じ
レ
寸
た
る
、
元
総
七
年
正
月
廿
一
一
一
日
を
以
て
花
柳
詳
の
巷
談

鋒
ど
油
務
な
る
文
卒
の
中
に
合
会
し
む
る
の
滋
を
知
れ
る
を
出
版
接
寅
せ
る
の
輩
数
名
b
h
本
会
せ
し
め
た
る
、
元
総

}
な
‘
9
0
1
文
武
雨
一
一
迫
尚
不
通
し
の
道
化
た
る
総
書
文
章
は
質
十
一
ニ
化
ー
に
番
待
の
組
合
を
設
け
て
相
互
検
査
の
寅
を
釘
ぴ

に
松
平
定
信
の
刊
一
平
政
に
劉
し
て
放
℃
る
痛
快
な
ふ
皮
肉
な
検
印
捺
討
の
制
を
定
め
た
る
を
初
め
大
小
の
祭
令
総
援
し

A
F
じ
な
λ
y
o

常

mmの
取
締
愈
々
般
に
じ
で
、
彼
等
の
文
字
た
る
を
見
る
o

明
治
の
謹
一
代
に
狼
雑
極
設
れ
る
肉
総
ι

か
説

一
昨
ぜ

-s

t

'

E

‘
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6 

日争

許-

一
定
の
椋
態
、
に
従
つ
℃
之
十
乞
常
一
浅
い
る
可
ら
ず
?
お
水
)

金
水
の
翻
刻
を
ぬ
許
す
る
設
事
者
が
?
ソ
エ
カ

V
¥
グ

-y
の
欝
仰
の
一
満
員
を
禁
止
し
、
諮
問
小
説
ー
と
し
て
い
迎
載
せ

ら
れ
て
何
鎮
守
山

J

閥
横
ど
芯
m
m
d
p
D

し
も
の
が
一
政
一
単
行
本
哀
食
凱
氏
、
が
松
択
を
以
て
臓
を
僻
し
河
南
の
か
P
Hこ
川
崎
m
h
h

吋
凡
て

f
iる
ふ
や
底
ち
に
雲
貨
を
禁
せ
ら
?
す
会
上
識
を
以
て
委
せ
ら
れ

f
o
'
x
h
u
品川

れ
れ
れ
一
片
付
げ
れ
い
け
ば
一
時
品
川
け
れ
持
続
け
れ
MWJ

一
日
比
刊
誌
は

n
u
u一
諮
問
抑
制

MMU4
れ

日
明
れ
札
一
わ
一
わ
札
陶

m
l
一
日
刊
川
パ
パ

c
利
引
い
い
川
川
崎
八

b
o
ム
ハ
日
放
が
故
山
の
般
潟
に
於
て
結
び
た
る

川
な
る
可
し
と
し
℃
、
夏
に
一
般
業
川
一
代
回
向
す
る
高
等
の
は
し
f
L
J
b
く
支
柏
町
な
る
も
の
に
は
ゐ
ら
w
q
b
し
な

3

M
M
一
聞
を
設
け
て
、
更
に
一
府
阪
一
誠
一
…
め
る
委
員
に
向
つ
℃
恭
一

る
を
釘
は
ん

ιす
る
も
の
即
ち
文
畿
院
設
立
の
議
を
生
ぜ

る
所
以
な
る
可
し
。

此
の
風
許
に
し
℃
来
し
て
資
現
せ
、
b
る
可
主
や
否
や
は

頗
る
尚
一
組
な
b
J
E

然
、
も
若
し
審
査
委
員
に
し
℃
訪
仏
仰
を
mw

一O
A

ん
が
什
従
来
に
比
し
℃
越
に
良
好
な
る
結
果
を
得
ぺ
ち
は

議
11U
切
な
る
腕
に
じ
主
帝
人
は
幸
に
此
風
一
狩
が
問
視
せ
ふ

る
〉
の
日
ゐ
る
と
と
を
切
に
認
な
で
止
ま
診
る
な

b
o

。
哀
世
凱
氏
の
鮮
職

;
北
京
一
泡
殺
は
娘
λ

リ
に
彼
れ
が
僻
臓
の
均
由
践
に
此
に
添

加
し
て
諸
般
の
治
安
毎
へ
た
λ
ソ
O

日
ぐ
御
史
江
恭
一
容
認

の
界
的
以
十
一
一
一
筒
僚
を
列
車
し
戊
成
政
越
後
雨
宮
隊
問
り
芯

策
を
罪
し
以
て
自
ら
威
一
臓
を
張
る
の
手
段
と
な
品
じ
る
を
ほ

ぺ

要

十

阿

長

70日
く
十
ニ
月
二
十
九
臼
際
良

‘. 
F

・
J

、，ed

、

‘，一、}

Y

 、
，
 

耕
一
土
は
親
じ
く
い
沢
一
御
史
を
引
見
し
i

橋
政
白
、
b
k初
め
歪
な
れ
る
の
時
に
於
℃
明
瞭
な
む
じ
な
h
o
然
れ

Y
も
紘
一
の

札
大
院
に
闘
し
℃
一
線
憾
な
〈
上
奏
す
可
吉
之
を
内
訓
せ
ら
若
殺
な
る
或
は
比
失
意
の
践
に
活
路
を
求
め

J

し
誕
地
一
位
一

ι

れ
た
ら
O

而
し
て
更
に
小
説
的
な
る
は
日
く
、
初
め
椅
M
m

保
ち
更
に
其
立
脚
の
議
磁
を
周
U
る
と
・
と
な
し
j
も抑制訓
j

設
協
の
佳
節
空
整
涼
一
か
家
、
の
界
統
を
数
へ
℃
関
下
に
依
を

J

可
ら
ず

ι思
惟
し
た
る
が
、
流
石
の
彼
も
お
け
い
施
す
に
銀

銭
す
る
や
、
同
日
堅
守
し
給
へ
る
故
雨
宮
は
義
一
議
ミ
、
認
す
べ
き
ま
の
手
に
運
び
去
ら
な
は

!ι
じ
℃
御
一
採
に
お
い
い
れ
給
び
此
れ
よ
り
し
て
間
も
な
く
病
の
一
な
え
番
目
、
特
徳
一
吉
田
、
特
力
者
一

q
i之
危
持
制
一
品
川

床
代
替
--t

給
へ
る
な
ら
と
。
日
く
長
一
一
山
一
闘
に
源
治
せ
る
庇
紹
一
…
術
的
問
欲
妊
手
金
品
卒
、
別
何
不
締
十
五
都

0

・1
紛
っ
て
仰

恰
氏
に
謝
す
る
湖
町
断
の
訓
令
、
井
氏
上
識
に
反
じ
世
総
氏
一
足
、
b
pザ

れ
v

彼
は
其
極
ら
な
予
機
的
批
も
加
ゆ
る
の
川
崎
な
く
L

に
誌
れ
る
の
み
に
℃
伏
奏
せ
る
財
政
一
一
計
議
書
の
二
件
は
同
一
℃
故
山
h
M

詰
ら
診
る
を
符
均
一
り
る
に
去
、
。
し
な
b
c
'
i

3
1
2日
貿
を
供
し
、
季
限
給
待
中
、
張
御
市
民
の
一

4
u

誌
の
排
斥
ゑ
℃
一
概
詩
人
紙
の
勝
利
之
江
し
い

喧
幼
1

乙
な
れ
bFU
臼
く
雨
官
mm
刷
仰
の
前
日
王
侯
大
限
籾
曾
一
一
般
迷
不
慾
な
る
反
動
政
策
の
復
活
を
見
る
に
歪
、
b
f
A
t
r
柁

レ
れ
寝
間
関
胞
を
宥
議
す
る
の
時
、
哀
は
自
家
の
地
位
k
一
容
品
守
る
は
非
な
b
o
部
し
て
哀
氏
の
首
相
下
'
と
し
て
知
ら
れ

里
会
白
川
御
之
共
に
俄
に
危
険
に
顕
せ
る
な
知
b
、
舎
と
た
る
梁
敦
延
氏
一
が
抑
制
比
一
外
部
術
書
饗
川
伯
仲
代
目
針
縫
ぜ
る
を
寸

uM裁
主
の
微
を
同
母
体
え
よ
」
し
て
税
一
士
自
ら
帝
位
を
践
、
ま
れ
…
る
も
比
一
間
の
巣
r
た
る
決
し
て
ふ
喜
怒
合
併
を
排
斥
す
J
j
も
の

ん
じ
と
を
説
き
℃
、
反
つ
℃
親
王
の
激
念
、
主
只
ぴ
終
に
州
民
…
に
あ
ら
w
d

る
を
知
る
可
し
o
欧
洲
龍
一
凶
は
一
般
に
点
目
の

視
王
佐
初
め
一
同
の
挺
爪
す
る
所
よ
し
な
り
し
な
ら
J
O

其
他
逃
際
ど
毅
一
み
、
清
凶
の
外
交
に
喜
ば
し
か
ら
診
る
額
制
佐

恥
ふ
た
か
飛
刷
協
ま
一
々
枚
一
翠
民
法
わ
ら
ず
。
京
市
す
可
き
を
危
快
せ
る
が
如
ち
も
、
之
れ
除
'
り
に
ぬ
け
弘
氏
一
、

然
れ

r
b議
ん
ん
が
総
℃
失
意
の
援
に
立
つ
に
至
る
可
h
d

人
を
重
一
蹴
一
一
せ
る
の
不
明
に
凶
る
ゐ
の
に
し
℃
、
氏
の
銚

4

ど

は
ほ
宮
崩
御
し
℃
鴻
儀
伎
に
加
v
b、
英
父
前
川
親
王
滅
政
}
と
補
っ
て
軍
機
大
医
見

mwι
な
ら
た
る
那
納
氏
な
目
し
℃
日

舗汎

n.t: 
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本
政
府
鶏
絡
や
の
も
の
な

b
之
江
す
が
如
主
に
歪
よ
り
て
は

図
よ
・
9
外
人
格
有
の
臆
説
に
し
℃
一
笑
の
備
を
も
有
せ
ゲ

る
も
の
な

9
0

. . 
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米
岡
工
一
業
管
見

高
橋
誠
一
郎

ら
w
d

る
な

b
。
lm日F

俄
な
る
未
耕
作
地
は
漸
次
稀
少
と
な
タ

つ
〉
あ
ふ
、
而
し
℃
英
一
方
に
於
℃
人
口
は
部
補
却
に
増
加

の
勢
を
総
総
し
汁
盆
々
-
都
市
町
的
の
性
質
を
抑
ぴ
ボ
ゆ
み
つ
〉

あ
れ
ば
、
，
農
産
物
の
僧
格
低
務
そ
戒
し
且
つ
其
生
産
の
治

裂
に
比
し
て
急
速
K
増
加
す
る
が
如
主
乙
-
と
は
其
必
銀
を

保
す
る
乙
と
を
符
可
し
。
従
つ
℃
輸
出
せ
ら
る
可
注
総
剃

額
は
此
後
に
於
℃
殆
ど
増
加
す
る
乙
之
わ
ら
診
る
可
じ
。

(
以
上
は
勿
論
・
概
括
し
て
論
断
な
下
ぜ
る
も
の
に
し

τ
、

印
ち
同
岡
総
出
貿
易
中
の
設
要
品
た
る
小
湊
綿
花
放
に
肉

類
が
般
家
に
於
げ
し
昔
日
に
比
し
惑
に
滋
緩
な
る
進
歩
を
示

す
可
告
の
徴
わ
る
よ
ち
し
て
制
へ
る
な

h
o
近
年
の
後
誌

に
係
る
二
一
ニ
の
商
品
、
、
印
ち
最
近
に
安
ら
℃
多
量
の
輪
出

を
見
る
に
至
れ
る
石
油
殊
比
一
綿
花
油
、

A
W
血
熱
側
海
外
の
新
一

傾
地
よ
る
生
産
せ
ら
る
〉
砂
結
~
市
部
詩
州
代
於
て
践
く

耕
作
を
初
め
た
る
米
設
に
其
他
数
利
第
二
位
に
溺
す
る
貨

物
は
如
上
の
論
断
に
釣
し
例
外
た
る
可
主
も
の
な
i
f
)
o
h刊

に
米
側
現
今
の
外
凶
貿
易
を
以
て
二
十
年
前
の
そ
れ
に
比

す
る
に
(
特
秘
の
古
学
憾
の
銭
め
に
生
ヒ
た
る
異
制
右
越
け

ん
が
錦
め
一
一
グ
釦
・
ー
の
統
計
は
燦
る
之
、
と
を
な
お
ず
…
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